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会長  小沢 孝 

皆さんこんにちは。 
大変悲しいお知ら

せとなりました。有
限会社 石澤建設興業 
専務取締役  石澤孝
幸会員が、11 月 19 日
に逝去されました。 
51 歳の若さでありま
した。残念というほ
かありません。誰も
が信じられない思い

でしょう。数名の会員さんから問い合わせがあ
りました。「これは本当ですか？」と。10/８の
第４グループの合同奉仕事業では準備から頑張
ってくれていました。すごくいい会員でした。
共に奉仕し、事業に邁進するつもりでおりまし
た。とても良い出会いであり、楽しく歩んでい
きたいと考えておりました。謹んでお悔やみを
申し上げますとともに、心からご冥福をお祈り
いたします。これから彼の分も奉仕したいと思
います。そして、心の中で笑顔の石澤会員のこ
とを大切にしていきたいと思います。 
 
 
 
 
 
教育委員会から高見澤 悠 様、ご出席ありがと
うございます。フレンズ・ウィズアウト・ア・
ボーダー・JAPAN 代表理事 赤尾 和美 様、 
Zooｍにて卓話をよろしくお願いいたします。
また、株式会社 METRA 代表取締役 近藤 忠 様、
関口 万里 様、どうか例会をお楽しみください。 
あと、ひとつご報告です。本日、大野 埼玉

県知事を表敬訪問いたしました。知事へは、第
４グループ代表として秋葉の森総合公園での事
業のことをお話しました。 

 
 
 

 
【本日のリーダー】 
                                                  

 胡 平 会員  
 
 
 
 
 
■特定非営利活動法人 フレンズ・ウィズアウ
ト・ア・ボーダー・JAPAN  
代表理事 赤尾 和美 様 （Zoom 参加） 
■さいたま市教育委員会 指導１課  
指導主事 高見澤 悠 様 
■オブザーバー／株式会社 METRA  
代表取締役 近藤 忠 様 
関口 万里 様 

■2022 学年度米山記念奨学生 
グェンティガンさん 

 
 
 
 
幹事  榎本 貞寿 
１/11（水）の新年初例会は、
第４グループ合同で行われ
ます。万事繰り合わせの上、
多数の御参加をお待ちして
います。参加申し込みの締
め切りが、12/２（金）とな
っておりますので、よろし
くお願いいたします。 
 
 
 
■さいたま市教育委員会 指導１課 指導主事   
高見澤 悠 様 

中学生がイノベーションプランを考え、企業に
提案する、探求学習プログラム「さいたまエン
ジン」という事業を実施しています。

会 長 挨 拶 

お客様紹介・米山記念奨学生紹介 

（ご紹介：副会長 新井 清太） 
 
 
 
 
 
 
 
 

幹 事 報 告 

お 客 様 ご 挨 拶 

ロータリーの目的・四つのテスト 
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本日は、今年度の実施校代表
生徒によるビジネス提案発表
会「さいたまカップ」開催の
お知らせに参りました。 
中学生に起業家精神・リーダ
ーシップを育むために「さい
たまエンジン」を開始いたし
ました。学校、企業、地域にとってプラスとな
る取り組みになるよう考えております。「さいた
まカップ」は
12/17（土）に行
われますので、
よろしくお願い
いたします。 
 
 
 

 
■地区ブライダル委員会 委員長 
藤嶋 剛史 
12/18（日）に占い婚活 PARTY
を開催いたします。「ひとこと
鑑定」を皆様にプレゼント、相
性診断も行います。ぜひお気軽
にお申し込みをお願いします。 

 
 
 
 

特定非営利活動法人 フレンズ・ウィズアウ
ト・ア・ボーダー・JAPAN 
代表理事 赤尾 和美 様 （Zoom でのご参加） 
 
■卓話者ご紹介 吉田 浩士 会員 
 

前回は、コロナ
の感染拡大につ
いてお話いたし
ました。 
現在では、コロナはなかっ
たもののようになっており
ます。 
 
ガソリン不足・物価高騰・
ラオキップ暴落 
今は数カ月前よりは落ち着
いています。 

 
ロックダウン → 患者さんは減っていたのですが、
今ではかなり増加しています 

●街の様子 
ヨーロッパなど海外（主にタイ）から旅行客が 

 

●病院 
ベンチが足りないほど患者さんが多くなっています 
入院ベッドが足りないので、廊下にもベッドを置い
ています 

 
新しい施設を黄色で示しています 
安心して授乳できなかったことから授乳室を設置し
ました 

 
処置室も入院病棟となっています 
（ベッドが置かれています） 

個室 抵抗力が弱った患者さん 

 

●いつもご支援ありがとうございます 
 

訪問看護も行っています 

 

委 員 長 報 告 

卓  話 



  

シンくんから感謝の言葉 
「昨年寄贈いただいたマイクロスコープは、診断に
欠かせません。本当にありがとうございました」 

 

●今、困っていること 
病院内の IT の環境が弱いことです 
 
・電子カルテ…紙のものは多くて管理できない、劣
化しやすい（湿気）→スタッフの労力減、倉庫も不
要に 
・スタッフの教育…ネットを多用しているので、効
率が悪い 
 
希望 
①ハイスペックハードディスク 
交換を行っています 
1 個 50 ドル 院内全体で 80 個必要  
現在 30 個は交換済  
寄付を待って残りを交換予定 
 
②メインのサーバー 
クラッシュ → 復旧に１ヶ月、 
それでも１週間分の記録は失われてしまった 
（外来や入院のデータ） 
 

質疑応答 
 
竹ノ谷 純宏 会員 
Q ラオスのコロナ感染状況、ワク
チン接種は？ 
A 院内では全員４回のワクチンを
接種済です。 
コロナの対策としては、今までの
対策をきちんとしたらいいのではという感じです。
感染者数の報告などもない状況、意識として恐怖心
を抱かない程度になっています。 
 
Q 授乳室の話題にも出たが、日本との文化の違い
を感じることは？ 
A 特に難しく思うのは、「体に悪いものが入った」
「病気になった時、体の中の魂が抜けた」という考
えがあることです。病院の処置を拒否する方も多い
のです。 
帰ってしまう人が多い。もちろんフォローアップも
していますが、帰ってしまい亡くなってしまう方も
いらっしゃいます。「私たちと住みたくなかったか
ら死んだ」という家族もいます。納得して医療を受
けてほしいのですが難しいと感じています。 
 

吉田 浩士 会員 
Q  手術は１日にどれくらい？ 
器具、薬などは足りている？ 
A 倉庫を小さい手術ができるよ
う整えているところです。傷の手
当とおなかを開く手術を別の部屋
でできるように。新しい手術室の
器材は寄付を待っています。 
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